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(No.704)第4話 毎日の喫煙時間 

－喫煙時間が毎日の生活にどんなふうに影響するか... 

  ニコチン依存症になってしまうと、毎日必ずタバコを吸わなければならな

くなります。いったい一日にどのくらい喫煙する事になるか、想像できます

か。じつは下のグラフは、ある機関が「毎日タバコを何本くらい吸っていま

すか」というアンケートをとった結果です。調査対象者は約５０００人の喫

煙者で、その半数以上が１１本～２０本を吸っていると答えたようです。ち

なみにほとんどのタバコは１箱２０本入りですから、喫煙者の約半数は毎日

１箱分を吸っていることになります。 

 起床から就寝まで約１６時間だとして１５本を吸うとなると、ほぼ１時間

に一本のペースです。という事は、勤務中も仕事場を離れて喫煙するわけで

すが、喫煙しない人は働いているのに、毎日何回もこんな風に休憩すると、

どう思われるでしょうか。  

(No.705)第5話 近くで吸わないで 

－副流煙は予想以上に有害で危険であること... 

  タバコに火をつけて消えるまでに喫煙者が吸い込むのは１，２分おきに数

秒間で、残りの多くの時間はゆらゆらとタバコの先から無駄に煙が立ちの

ぼっていますよね。タバコに火がついている間、この煙はずっとあたりに漂

い続けるわけです。 

(No.706)第6話 原則禁煙 

－若者たちに「禁煙が当たり前」という意識が根付けばいいな... 

  タバコの有害な煙は喫煙者本人に１００％吸い込まれるわけではなく、多

くの煙はあたり一面に漂います。関係のない他人がその煙を吸わされる事を

受動喫煙と呼びますが、そんな事態が発生しないような社会でなければなり

ません。 

 ところが日本では長い間“望まない受動喫煙”は放置されていました。し

かし、タバコの有害性が明らかになった昨今、下図にあるように様々な施設

が“敷地内禁煙”や“屋内禁煙”となる「改正健康増進法」という法律が施

行されるようになりました。 

(No.707)第7話 吸わないのが当たり前 

－「喫煙者は減り続けている」ことはしっかり認識... 

  かつて、ニコチン依存症や有害性の事がほとんど知られていなっかた頃、

タバコは「大人の嗜好品（しこうひん）」と呼ばれ、多くの成人男性が日常

生活のさまざまな場面で吸っていました。下のグラフにあるように約６０年

前には男性の喫煙率は８０％を超えていました。この頃、ほとんどの職場に

は灰皿がありタバコを吸いながら仕事をするのが普通だったという、今では

考えられない時代でした。 

 しかし、タバコの有害性と健康被害が明らかになるにつれ、着実に喫煙率

は低下し、現在の男性喫煙率は３０％を下回っています。ほとんどの男性が

タバコ吸っていた時代から、ほとんどの男性がタバコを吸わない時代になっ

たわけです。 
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